
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1２月行事予定 

的な探究の時

   
石川県立穴水高等学校 

令和７年１２月２日発行 

 

令和７年度第９号 

 

 11月６日（木）、長野県立高遠
たかとお

高等学校の生徒 34名が本校を訪問し、本校生徒会９名と交流活動を行いました。 

 お互いの学校についてスライドで紹介し合った後、グループに分かれてアイスブレイクとしてペーパータワー作りを競い

ました。 

その後、高遠高校音楽専攻の生徒６名による自作の合唱曲「共鳴」を披露して下さいました。心のこもった素晴らしい合 

唱で、本校生徒たちはさかんに拍手を送っていました。 

最後に、贈呈していただいた「折り鶴モザイクアート」の前で記念撮影をしました。この作品は高遠高校の生徒さんだけ 

でなく付近の住民の方々の協力で昨年８月から作り始めたということで、高遠高校の生徒の皆さんの思いが充分伝わる

素敵な作品でした。高遠高校の皆さん、ありがとうございました！ 

 

長野県高遠高等学校との交流会  

 

穴水町由比ヶ丘仮設団地近くで、菜園と休憩のための場所を作る取り組みが行われています。本校生徒１、２ 

年生が町民の方々と一緒にベンチづくりなどの作業をお手伝いしました。 

11月12日（火）は１年生が板のヤスリ掛けとペンキ塗りを、13日（水）には２年生がベンチの組み立ての作 

業を行いました。組み立ては２時間近くかかりましたが、素敵なベンチが出来上がりました。皆さんの憩いの場に

なることを楽しみにしています。 

 

 
折り鶴を丁寧に張り付けて「七福神」

を表現した折り鶴アートです     

高遠高校音楽専攻生徒

作詞・作曲「共鳴」       

完成！    

由比ヶ丘憩いの場づくり 

秋田総文祭の出場権を獲得！～弁論大会結果～ 

穴水中学校へ出前授業 
11月 10日（月）、本校教諭２名と 

ALT のコナー先生が穴水中学校へ出前
授業に行ってきました。出前授業は、
高校の授業を知ってもらうために、ま
た、穴水高校の先生と交流し、地元の
高校に関心を持ってもらうために、穴 

水中学２年生を対象に、毎年実施しています。 
英語の授業ではコナー先生の自己紹介の後「サイモン 

セズ」「ウィンクキラー」などの 
英語圏のゲームを皆で行いました。 
数学の授業では「数について学ぼう」 
をテーマに、位の種類や読み方、 
完全数や友愛数、カプレカ数などに 
ついて楽しく学びました。 
 

11月 14日（金）、中能登町のラピア鹿島で行われた第 45回石川県高校総文祭弁論部門・第 74回石川県高 

校「私達の主張」発表大会に本校弁論部の３人が出場し、大橋香菜美さん（２年）が「TKB48～減災に必要なア

ーカイブ～」と題してスピーチし、最優秀賞(石川県知事賞)を受賞しました。初出場の土田望央さん（１年）が第

２位の石川県議会議長賞を、安田栞さん（２年）が優良賞を受賞しました。大橋さんは来年８月、秋田県で行われ

る全国高校総文祭弁論部門の石川県代表としての出場権を獲得しました。 

 

発表する大橋さん                   表彰式の様子                       

 
 
Ｑ:今回の発表は満足のいく出来でしたか？ 

Ａ:来年の秋田総文祭の出場権がかかっていた
のでプレッシャーはとても大きく、発表まで
はすごく緊張しました。でも名前を呼ばれて

発表を始めたらいつも通り落ち着いて話す
ことができたのでうまく緊張をコントロー
ルできたなと思いました。出来としてはここ

一番の良い出来で、自分でも良かったと思え
るパフォーマンスでした。 

Ｑ:弁論を始めたきっかけは？ 

Ａ:中学３年の時に松本先輩が 11月の弁論大会
で優勝したニュースを見てすごいと思い、自
分もやりたいと思ったのがきっかけです。 

Ｑ;全国大会への抱負を。 
Ａ:来年の秋田総文祭では絶対に優勝したいで
す。文部科学大臣杯全国青年弁論大会で優勝

した松本先輩の弁論は本当に素晴らしかっ
たです。自分もあのように人の心を強く動か
すようなスピーチをしたい。そのためには練

習を積み、自分の思いを人に伝える表現力を
もっと磨き、さらに上のパフォーマンスをす
るために努力していきたいと思います。 

 
 
 

 
 
 

 
 

Interview大橋さんに聞きました！ 

１(月) ２学期期末考査(～４日）

２(火) 定期飲料水水質検査、定時退校日

５(金)
創立80周年第３回実行委員会(18:00～）

３年共通テスト演習開始（～12/26)

６(土) 歳末募金ボランティア

8(月) エイズ講演会

10(水) SC高来校日(10:00～)、シイタケハウス入室作業(２年、５限～）

16(火) 岩手県立大槌高校オンライン交流会（１年、７限）

17(水) こころのサポート事業（３BC）

18 (木) SC西崎来校日(14:00～）、こころのサポート授業(1・2年）

19 (金) 校内読書会

23 (火) ２学期終業式、授業評価アンケート

24(水)
保護者懇談会①、学校改善アンケート（保護者）①

河合塾進路講演会（保護者）、冬季補習①(１，２年）

25 (木)
保護者懇談会②、学校改善アンケート（保護者）②

冬季補習②（１，２年）

26 (金) 仕事納め、冬季補習③（１，２年）、定時退校日

29 (月) 学校閉庁日（～1/3)

 11 月 26 日（水）、１年生が穴水町明千寺付近の山林で植林
活動を行いました。奥能登原木シイタケ活性化協議会やＪＡ 

全農いしかわ、奥能登農林総合事務所等の方々のご指導のもと、
生徒達はグループごとに活動しました。 
午前中は雨も混じる天候でしたが午後からは晴れ間も見え、 

植樹日和となりました。全員が協力し合って一生懸命作業に 
取り組み、コナラの苗木を例年より多い 280本植える 

ことができました。 
 
 
 
 
 
 

なぜ、穴水高校弁論部は、全国大会で活躍することができるのか？先日、高文
連の事務局長に「失礼ですが、能登の小さな学校がどうして全国大会で連続入賞
できるのですか？」と尋ねられた。私は、即答できなかったが、部員に常々言っ
ていることを思い出した。「穴水高校の弁論は、全国標準。ライバルは、七尾高
校や田鶴浜高校ではなくて、北海道の立命館慶祥高校や福岡県の福岡大付属大
濠高校」と言って、いつも志を高く持って弁論に臨むように指導しています。 
『車輪の下』のヘルマン・ヘッセも 
 
 
 
 
と言っています。穴水高校弁論部、今度は「２０２７いしかわ 

総文」に向けて新たな一歩を踏み出しましょう。 
             （穴水高校弁論部顧問 松浦顕雄） 
 

「高すぎる山なんかない。遠すぎる夢なんかない。一歩踏み出したら、
また一歩踏み出せばいいんだ。」 

 

R7 全国青年弁論
大会では４位入賞
を果たしました。 


